
＜＜＜＜個人成績個人成績個人成績個人成績（（（（男子男子男子男子）＞）＞）＞）＞

1R 2R 3R TOTAL

池田　勇太（東北福祉大学④）

Yuta Ikeda（Tohoku Fukushi University）

ジェリン・トッド（ソノマ州立大学②）

Jarin Todd（Sonoma State University）

安本　大祐（東北福祉大学③）

Daisuke Yasumoto（Tohoku Fukushi University）

ロブ・グルービー（スタンフォード大学②）

Rob Grube（Stanford University）

中道　洋平（東北福祉大学④）

Yohei Nakamichi(Tohoku Fukushi University)

クリス・マッカーティン（ウェイクフォレスト大学③）

Chris McCartin（Wake Forest University）

宇佐美　祐樹（日本大学①）

Yuki Usami(Nihon University)

永野　竜太郎（東北福祉大学①）

Ryutaro Nagano(Tohoku Fukushi University)

谷山　優太（日本大学②）

Yuta Taniyama（Nihon University）

ケビン・チャペル（ＵＣＬＡ③）

Kevin Chappell（UCLA）

ダニエル・ミッチェル（オクラホマシティ大学④）

Daniel Mitchell（Oklahoma University）

ブロンソン・バーグーン（テキサスＡ＆Ｍ大学②）

Bronson Burgoon（Texas A&M University）

ゲーリー・ウッドランド（カンザス大学④）

Gary Woodland（University of Kansas）

柴田　健太郎（東北福祉大学①）

Kentaro Shibata（Tohoku Fukushi University）

澤田　健一（中京学院大学④）

Kenichi Sawada（Chukyo Gakuin University）

スティーブン・グッドリッジ（ロチェスター大学③）

Stephen Goodridge（University of Rochester）

※「S」は「SCORE」、「P」は「POINT」となります。
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＜＜＜＜個人成績個人成績個人成績個人成績（（（（女子女子女子女子）＞）＞）＞）＞

1R 2R 3R TOTAL

ジャッキー・コンコリーノ（バンダービルト大学②）

Jacqui Concolino（Vanderbilt University）

アリソン・ウォルシュ（アリゾナ大学③）

Alison Walshe（University of Arizona）

綾田　紘子（法政大学②）

Hiroko Ayada(Hosei University)

小山　恵利子（日本大学③）

Eriko Koyama(Nihon University)

ジェニー・リー（デューク大学②）

Jannie Lee（Duke University）

竹田　真実（東北福祉大学④）

Mami Takeda(Tohoku Fukushi University)

小橋　絵利子（立命館大学①）

Eriko Kobashi(Ritsumeikan University)

セラニー・ヘンダーソン（カリフォルニア大アーバイン校③）

Selanee　Henderson（Califoria University Irvine）

※「S」は「SCORE」、「P」は「POINT」となります。

＜＜＜＜団体成績団体成績団体成績団体成績＞＞＞＞

VS 1R 2R 3R

※アンバサダー賞は、竹田真実選手（東北福祉大学④）に決定しました。

大会規定により両チーム同ポイントの場合は３日間の総ストローク数の少ないチームが
優勝。日本が２６５０－２６５７で米国を破り、１２年ぶり８度目の優勝を果たした。

氏名（大学名・学年）
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7 30

77 69

JAPAN 8 15

223

※MVPは、男子が池田勇太選手（東北福祉大学④）、女子がジャッキーコンコリーノ選手
（バンダービルト大学②）に決定しました。
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